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沖ノ鳥島周辺海域で採集されたトビウオ科魚類に関する漁業生物学的知見

加藤憲司’・小埜田明］・前田洋志’・川辺勝俊’

SoIneHsheriesbiologicalinfbrmationonHyingHshescollectedfiDInthewaters

aroundOkino-torishimalslandsouthernJapan

KelljiKATOAkiraONODAHiroshiMAEDAandKatsutoshiKAWABE

小笠原諸島の聟島列島から火山列島にかけての海域

においては，すでに数多くの魚類調査が行われている

(座間・藤山1977,ZamaandYasudal979，Kuwamuraa

Qi/」983,青木l989a，青木I989b,佐藤l99LRandalle／

α/」997)。そしてこの海域においては，ハタ類，フエ

ダイ類などの底生性魚類をはじめ，マグロ・カジキ類

などの大型回遊性魚類，そしてトビウオ類，ムロアジ

類を主とする表層の多獲性魚類等を対象とする漁業

が行われている（倉田・広瀬1969,倉田ら1971,青木

1988,加藤ら1991,加藤・安藤2005)。しかし，火山列

島の硫黄島より南西およそ700kｍの日本領土最南端

に位置する沖/鳥島周辺海域の魚類については，底生

性魚類や仔稚魚についての比較的簡単な報告（久保丼

ら1991，小沢ら1991）がみられるくらいで，魚類に関

する情報はごく限られている。著者らは，沖/鳥島周

辺海域における漁業資源開発の一環として，今回トビ

ウオ科魚類に着目して採集を試みた。その結果，|可島

周辺における本科魚類の出現種を明らかにするととも

に，その成熟や成長等に関する若干の漁業生物学的知

見を得ることができたので報告する。

調査方法

2005年５月１７日の夜間（１７時～１９時）に，沖の鳥島

周辺の北緯20.2488',東経136.02.44'(調査開始時）か

ら北緯20.2453'，東経136.0201′（調査終了時）の海域

(図I）において，東京都島しょ農林水産総合センター

(以下島しょセンターと略記）所属の漁業調査指導船

｢みやこ」の甲板上から作業灯を海面に照射し，この光

に蛸集したトビウオ科魚類を手綱により採集した。採

集した標本は冷凍保存して同センター大島事業所に持

ち帰り，吉野（1984），藍澤（2000），多紀ら（2005）を

参考にして種の査定を行った。学名は藍澤（2000）に

したがった。また，採集個体数の多かった種について

は，５０個体について尾叉長，体重および生殖腺重量を

測定するとともに，生殖腺の肉眼的観察によって雌雄

の判別を行い，雌雄別の体長組成も求めた。このほか

生殖腺成熟度指数を次式により算出した。

生殖腺成熟度指数＝生殖腺重量／体重×１００

'

図12005年５月１７日の沖ノ鳥島周辺におけるトビウオ科魚類の手網掬い調査海域

東京都島しょ農林水産総合センター大島事業所〒IOO-0212東京都大島町波浮港1８
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EXocoe/"SWC"ＣＣＩＷ伽(採集個体数３，出現率１９％），ニ

ノジトビウオＨ〃"di℃ｈｒ/iﾘﾉsSpec"ﾉﾉgel（同3,1.9％），オ

オアカトビｑｌｐｓｅｍ'wsszｲﾉﾉo"/(同5,3.2％），トビウオC

agooqgoo(同1,0.6％)，オオメナツトビＣａ"わ"CiC/7/(同

３，１９％），ヒメアカトビＣａ"gzMcepsと思われる個体

(同124,79.0％），シロフチトビウオＣ"℃α/"sﾉﾌﾞs""ovノ

(同３，Ｌ9％），チヤバネトビウオCSPﾉﾉo"o/OP/eﾉWＳ（同

15,96％）の８種であった。出現率はヒメアカトビと

思われる個体が790％で最も多く，チヤバネトビウオ

の９６％がこれに次ぎ,他の６種は0.6～１９％であった。

ハゴロモトビウオ３１固体，ニノジトビウオ３個体，オ

オアカトビ２個体，トビウオｌ個体，オオメナツトビ３

個体，ヒメアカトビと思われる１０１固体，シロフチトビ

ウオ３個体，チヤバネトビウオ７個体についての標本

各部位の測定結果を表ｌに，計数値を表Zに示した。

これらのうち，ヒメアカトビと思われる標本では，頭

長の標準体長に対する比率は２５５０～27.58％,背鰭基

底長の標準体長に対する比率は１８９８～22.44％で，全

ての個体で頭長が背鰭基底長よりも長かった。また本

種の背鰭軟条数は，１２本のものがｌ個体，１３本のもの

が７個体，１４本のものが２個体認められた。

生殖腺調査を行ったヒメアカトビと推定される標本

50個体の内訳は雌３個体,雄47個体で，'性比は1567で

あった。本種の雌雄別の尾叉長組成を図３に示した。

雄の尾叉長は188～21.5ｃｍ,平均19.85ｃｍであったの

に対し，雌の尾叉長は２１３～22.0ｃｍ,平均21.63ｃｍで

また，種査定の一環として，一部の個体については

標本各部位の測定および計数的形質の計数を，主とし

て陳（1978）にしたがって行った。測定部位は，全長，

標準体長，背鰭前長,臂鰭前長,鮒蓋一腹鰭間長，腹鰭

一尾鰭間長，頭長，眼窩－鯉蓋間長，眼窩長，吻長，眼

窩間幅，体高，尾柄高，体幅，背鰭最長軟条長，臂鰭最

長軟条長,胸鰭最長軟条長,腹鰭最長軟条長,尾鰭上葉

最長軟条長,尾鰭下葉最長軟条長,背鰭基底長,寶鰭基

底長の22部位(図２)であった。このほか,背鰭軟条数，

臂鰭軟条数,胸鰭軟条数,腹鰭軟条数,背鰭前方縦列鱗

数，側線有孔鱗数,側線上方横列鱗数，上枝鯉杷数，下

枝鰕杷数，上・下枝合計鰕杷数，腹椎骨数，尾椎骨数，

腹椎・尾椎合計脊椎骨数の１３形質について計数を行っ

た。脊椎骨数については，軟エックス線撮影を行い，

現像したフィルム上で計数した。測定・計数は，原則

として体の左側について行ったが，標本の破損の著し

い場合などについては右側も用いた。

結果

採集時の海面はおおむね穏やかで，月齢は９日，採集

時刻には月は出ていなかった。海面水温は５月１７日

１９時に27.3℃を記録した。干潮は１７日の１９時１６分，

満潮は１８日の２時１７分であった。

トビウオ科魚類は全て海面付近（水深50ｃｍ以浅）で

採集された。

採集されたトビウオ科魚類は，ハゴロモトビウオ
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図２トビウオ科魚類の測定部位(陳，1978)。全長（Ｌ)，標準体長(2)，背鰭前長（ａＤ），臂鰭前長（ａＡ），鰕蓋一腹鰭

間長（ａＶ），腹鰭一尾鰭間長（ＶＣ），頭長（ＨＬ），眼窩－鰕蓋間長（po)，眼窩長（o)，吻長（ao)，眼窩間幅，体高（Ｈ），
尾柄高（h)，体幅，背鰭最長軟条長（ｈＤ)，寶鰭最長軟条長（ｈＡ)，胸鰭最長軟条長(〃)，腹鰭最長軟条長(』Ｖ)，尾鰭
上葉最長軟条長(ＵＵＣ),尾鰭下葉最長軟条長(ＩＬＣ)，背鰭基底長(ＩＤ)，寳鰭基底長(2Ａ）
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あった。体重は，雌が1333～145.59,平均138609,雄

が9Ｌ４～12409,平均106.769であった。雄は多くの

個体で精液を放出し，雌も成熟卵を放出する個体が認

められた。生殖腺成熟度指数は，雌が9.42～13.20,平

均11.49,雄が０３６～126,平均０６６であった。

このほか，オオメナツトビ，オオアカトビ，チャバネ

トビウオの３種でも放精と放卵が認められた。

アヤトビウオCPoecj/Op/e7zJS,オオアカトビ，アカトビ

Ｃａかjrsjg"jlRコオジロトビｃｅｊｎｉＪｊｅﾉ７３，トビウオ，ハマトビ

ウオCPjrJ?"αが6Q76a1rzzs/qpo77/c"s,オオメナツトビ，ヒメ

アカトビ，シロフチトビウオ，チャバネトビウオの１８

種を挙げているが,今回の出現種はヒメアカトビと思

われる標本を含め,全てこの中に含まれた。

これら８種のうち，オオアカトビ，オオメナツトビ，

チャパネトビウオの３種は全長が30ｃｍ以上の大型ト

ビウオ科魚類であり，とくに鮮魚としての利用が期待

できるので，漁業資源としての価値が高いものと考え

られた。また，このほかの５種は全長２０～３０ｃｍ程度

の中型のトビウオ科魚類であったが,鮮魚利用のほか，

加工原料としての利用も期待できると思われた。

また，これらのうちのヒメアカトビについて藍澤

(2000）は，本種とウチダトビウオを分類する形質と

して,頭長と背鰭基底長の比較,背鰭軟条数の２点を挙

げている。そして，ヒメアカトビは頭長と背鰭基底長

がほぼ同長で，背鰭は１３～１４軟条であるのに対して，

ウチダトビウオは，頭長は背鰭基底長よりも長く，背

鰭は１０～１２軟条としている。これにしたがえば,今

回各部位の測定と計数を行った10個体のヒメアカト

ビと推定される標本は，頭長と背鰭基底長との比較に

おいて，全てウチダトビウオの範蠕に入ってしまう。

また１個体は背鰭軟条数が１２本であり，これもウチダ

トビウオの範鳫に属する。しかし，これらの標本の背

方から見た胸鰭鰭膜の色彩は,後縁部が淡色である以

外は淡紫色であり。ヒメアカトビの特徴（吉野1984,

考察

加藤ら（1991）は小笠原海域に出現するトビウオ

科魚類としてイダテントビウオ且''゜"/α"s,ハゴロモ

トビウオ，ツマリトビウオmremcoarz/ｓ６７ｑｃ/ixp/erz/s

6racﾉﾉ)Pre'ＷＳ,ザカトビウオＰｊ℃g"icﾙﾉﾉiys6ノセ'′、/""ｉｓ,ニ

ノジトビウオ，ホソアオトビHoxycGp力α/zJs,オキトビ

､α刀iich/A1ﾉs/℃/7c/b/e/ノムオオメオキトビ，.αルノ'77c/cz1ﾉﾛﾉz/s、

3０
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図３ヒメアカトビの雌雄別尾叉長組成

図４背方から見たヒメアカトビの形態（標準体長1820ｍｍ）
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図５シロフチトビウオ（標準体長2044ｍｍ）の側面（上）および背面（下）

陳1978,多紀ら2005）によく一致した（図４)。一方，

背方から見たウチダトビウオの胸鰭鰭膜は,後縁部が

淡色である以外は暗色であり，後縁の淡色部が胸鰭中

央付近に湾入すると記載されている（陳1978,多紀ら

2005)。さらに陳（1978）によれば,ヒメアカトビ頭長

の標準体長に対壜する比率は22.7～258％，背鰭基底長

の標準体長に対する比率は178～２２５％,ウチダトビ

ウオ頭長の標準体長に対する比率は241～243％，背

鰭基底長の標準体長に対.する比率は15.2～162％で，

両種とも頭長が背鰭基底長を上回っている。また，ヒ

メアカトビの背鰭軟条数は１１～１４本，ウチダトビウ

オの背鰭軟条数は１０～１２本としている。今回のヒメ

アカトビと思われる標本における，頭長の標準体長に

対壜する比率は25.50～２７５８％，背鰭基底長の標準体長

に対する比率は１８９８～22.44％であり，背鰭軟条数は

１２～14本で,陳（1978）の結果と矛盾するものではな

かった。また藍澤（2000）は，ヒメアカトビの全長

を25ｃｍ以下としている。今回採集されたヒメアカト

ビと思われる標本の全長は最大で254.3ｍｍであり，ほ

とんどの個体が全長250ｍｍを下回った。これらの事

実を総合すれば,今回採集された淡紫色の胸鰭鰭膜を

もつ標本は，すべてヒメアカトビと査定された。した

がって，藍澤（2000）の示したヒメアカトビとウチダ

トビウオを区別する２点の分類形質は，今後再検討す

る必要があるものと考える。

小西・草刈（1959）はハマトビウオで，青木（1988）

はオオメナツトビで，雄よりも雌の方が大型になるこ

とを指摘しており，今回のヒメアカトビでも同様の傾

向が認められたものと考える（図３)。

今回放精と放卯が認められたのは，オオアカトビ、オ

オメナツトビ，ﾋﾒｱｶﾄﾋﾞﾁｬﾊﾞﾈﾄﾋﾞｳｵの4種

で，これらは沖ノ鳥島周辺海域で５月中旬に産卵して

いる可能性が考えられた。

シロフチトビウオの形態については，Bruun（1935）

による線画の報告があるものの，これまで原色写真は

報告されていないと思われたので図５に示した。
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度日本水産学会春季大会講演要旨集：178．
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京都水産試験場調査研究要報(18)：1-22．
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おける漁業資源調査，沖ノ烏島周辺海域の魚類．丙

区水産研究所．
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過と資源の動向(予察)．東京都水産試験場調査研

究要報(83）：］-78．

倉田洋二・三村哲夫・草処孝一」971．小笠原諸島の

魚類相と漁獲量の傾向．東京都水産試験場調査研
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おける漁業資源調査，沖ノ鳥島周辺海域の魚類．西

区水産研究所．

Randal１，Ｊ．Ｅ，Ｈ・Ida，Ｋ・Kato，Ｒ、Ｌ、ＰｙｌｅａｎｄＪ・LEarle、

１９９７．Annotatedchecklistoftheinshorefishesofthc
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佐藤寅夫」99Ｌ小笠原諸島の沿岸性魚類相の現況：

pp309-326第２次小笠原諸島自然環境現況調査

報告書l990-l99L東京都立大学．
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吉野哲夫．１９８４トビウオ科：pp79-82、益田一・尼
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要約

沖ノ鳥島周辺海域において,2005年５月１７日に手網

掬いによってトビウオ科魚類の採集調査を行ったとこ

ろ，ハゴロモトビウオ,ニノジトビウオ，オオアカトビ，

トビウオ，オオメナツトビ，ヒメアカトビ，シロフチト

ビウオ，チャバネトビウオの８種が採集され,個体出現

率はヒメアカトビが790％で大半を占めた。また，オ

オアカトビ，オオメナツトビ，ヒメアカトビ，チャバネ

トビウオの４種では，放精，放卵が確認され，ヒメアカ

トビでは雄よりも雌が大型である傾向が認められた。

ウチダトビウオとヒメアカトビの分類形質とされる

頭長と背鰭基底長の比率および背鰭軟条数の２点につ

いては,再検討の必要があると思われた。

キーワード：沖ノ鳥島，トビウオ科魚類，漁業生物学

的知見
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